
　　　

　　

　　

　　　

　　

　　　

心よりお見舞いを申し上げます。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　小林市立病院　事業管理者　坪内　斉志

東日本大震災で被災された皆様に

理　念

「安心、安全で信頼される病院を目指します」

平成23年5月25日発行 
発行／小林市立病院 地域医療連携室 

新緑の候、皆様におかれましては益々ご健勝のこととお慶び申し上げます。 

新年度を迎え、当院でも新しい3人の先生(消化器外科腫瘍外科大堂雅晴先生、消化器外科腫瘍外科兼救急科松

田俊太郎先生、泌尿器科大迫洋一先生)が赴任され、常勤医も12名に増えました。また宮崎大学医学部附属病

院より小児科医の派遣を受け、週二回の小児科外来も始まりました。西諸圏域の中核病院として、各医療機関

の先生方、住民の方々の期待に十分に応えられるよう日々努力しなければと身の引き締まる思いです。 

地域連携症例検討会も今年2月に第5回を開催できました。回を重ねる毎に院外から演題発表も増え、またそれ

に刺激され当院内からの発表希望も増え当院職員の意識も高まりつつあると感じています。 

医師不足で地域医療の崩壊がささやかれる今日ですが、これからも先生方との連携を深め西諸圏域の医療の発

展に精進しなければいけないと思っております。 

新年度を迎えお忙しいとは存じますが、今後とも御協力よろしくお願い致します。 

 

                                                          

                                                 

 

【基本方針】 
 
◎ 西諸の中核病院として、地域の医療機関と連携し、高
度な医療を提供します 
◎ 職員一丸となって、迅速な対応とチーム医療で、安全
な医療を提供します 
◎ 誠実かつ真摯(しんし)な姿勢で日々研鑽(けんさん)に
努め、信頼される質の高い医療を提供します 
◎ 自治体病院として、平等で心が通い合い、安心できる
快適な療養環境を提供します 
◎ 患者様と家族の満足を追求し、プライバシーの保護を
はじめ患者様の権利を尊重します 
  

【患者様の権利と責務】 
 
◎ 患者様は、社会的身分、人種、信条、宗教等を問わず、
最善で安全な医療を受ける権利を持っています 
◎ 患者様は、治療内容についてわかりやすい説明を受ける
権利と、検査や治療方法について選択、拒否する権利を
持っています 
◎ 患者様は、人格を尊重され、個人情報やプライバシーを
保護される権利を持っています 
◎ 患者様は、当院の提供する医療サービスに意見を申し出
ることができます 
◎ 患者様は、病院と協力して療養の効果を上げるように心
がけなければなりません 
◎ 患者様は、病院の規則を守り、他の患者様の治療や病院
生活に支障を来たさないよう配慮する責務があります 



　

　

　 　 　　

　 

　　

　　 　　　

　　

　　 　

　　　

　　　　 　

　　 　

　４月２３日（土）、当院初の試みでエントランスホールを利用したミニコンサートを開催いたしました。

　患者さんやご家族の皆さんにお越しいただき、春のひと時を楽しんでいただきました。

　今回は、三松中学校吹奏楽部の皆さん、青年団ＯＢの皆さん、病院職員ハンドベル隊による演奏に思わず

　口ずさむ方もいらっしゃるなど心温まる演奏で皆さんに癒しの時を演出できたのではないでしょうか。

専用用紙「検査申込書」持参

地域医療連携室へ専用用紙に

よるFAX予約

地域医療連携室

福元

放射線科

鹿児島大学

・CT・MRI　読影

月曜日～金曜日

放射線診断医が遠隔で読影後

（結果は1日～4日）FAX、郵送

・小児救急

地域医療連携室

福元

小児科

宮崎大学

・小児腎臓

・小児救急

毎週金曜日

（診療日が休日の場合は曜日を

変更する場合があるため要確

認）

紹介状による紹介

　（ただし、緊急の場合は医師か

らの電話のみで可）

９時～１５時までに直接来院

（地域医療連携室に電話で受入

の確認が必要）

紹介状による紹介

地域医療連携室にＴＥＬもしくは

専用用紙によるＦＡＸ

地域医療連携室

福元

小児科

宮崎大学

毎週火曜日

（診療日が休日の場合は曜日を

変更する場合があるため要確

認）

紹介状による紹介

　（ただし、緊急の場合は医師か

らの電話のみで可）

９時～１５時までに直接来院

（地域医療連携室に電話で受入

の確認が必要）

・虚血性心疾患

・心臓弁膜症

⑧窓口担当医または

担当者

①診療科目

②派遣大学等

③主な専門分野

④紹介を受ける曜日

等

⑤紹介方法等

⑥予約方法等

⑦担当医

毎月第２・４金曜日

（診療日が休日の場合は曜日を

変更する場合があるため要確

認）

・胸腹部大動脈瘤

・閉塞性動脈硬化症

金丸　勝弘
長濱　博幸

矢野　光洋
白尾　英仁

田中　悦子

織田　真悠子

地域医療連携室

福元

・腎臓内科

・救急

毎週水曜日

消化器外科・腫瘍外科・救急科

宮崎大学

心臓血管外科

宮崎大学



　　　

  Ｅ-mail : k_hosp4@city.kobayashi.lg.jp

ご意見・お問い合わせ 小林市立病院　　地域医療連携室
  ＴＥＬ : ０９８４-２３-８２２５　（直通）　　　ＦＡＸ : ０９８４-２３-８２２６　（専用）

 

私たちの班では、4月23日から28日まで東日本大地震により壊滅的打撃をうけた宮城県七ヶ浜町の中の避難所

のひとつである七ヶ浜町中央公民館での医療支援を行いました。非常に頼もしい班構成（医師2名、看護師2名、

理学療法士1名、救急救命士1名、事務1名）であり、その力を総動員して精力的に活動することができました。 

移動時に、仙台空港周辺、七ヶ浜町にいく道中の高速道路からみえる風景は、想像を絶するものでした。私た

ちが担当した震災後1か月半が過ぎた時期は、一見するとかなり復興も進み、小中学校の授業も再開されてい

ました。しかし、疲れ切った自衛隊員の一斉遺体検索が続くがれきの中を、毎日自転車や徒歩で通学する生徒

達の姿や、話し出すと泣き出す被災者には、掛ける言葉がありませんでした。 

震災発生後の急性期では、援助者側も非常に過酷な生活環境の中で、また不足する物資を駆使して医療支援を

行ったのではないかと思います。一方で、私たちが担当した時期は十分な医療物資も整っていて、かなり慢性

疾患への対応へ役割が変化していました。この時期の医療支援では、援助する私たちは、これ以上頑張れない

ほど頑張っている避難者のニーズに謙虚に耳を傾けていかなければいけません。私たちは、それを実践するた

めに、看護師および理学療法士を中心とした１日数回にわたる巡回や、避難所の朝夕の配膳に立ち会うことに

より、体調が悪くても上手く私たちに伝えることができない多くの避難者を見つけ出すことができました。ま

た、避難所の突然の脳梗塞患者には、救急救命士が先頭に立って迅速な対応を実践することができました。さ

らに、役場の保健師らと協力して理学療法の必要な避難者のリストを作成することができました。微力ではあ

りましたが、避難所の被災者の皆様に、何らかの貢献ができたのではないかと考えています。この時期の仮設

診療所の患者対応は、長期の避難所生活による血圧や血糖の上昇、不眠およびほこりの多い環境による呼吸器

障害などが主でしたが、心の不安を打ち明ける患者も多く見受けられ、また無邪気に遊ぶ子供たちが、実は両

親を亡くしていることなど、言葉に詰まり、涙があふれることもありました。 

今回派遣の機会を運よく与えて頂いた私たちは、いつか宮崎でも起こりうる自然災害に対して、今後積極的に

対応策を考えていかなければいけないし、また万が一災害が起こった時には、先頭に立って医療支援を実践し

ていかなければいけないと考えます。そのため、この機会を利用して、私たちも実際に『震災を学ぶ』ために、

活動の合間にはビブスを脱いで、班員はそれぞれ、積極的に被災地の見学および被災者との対話を実践しまし

た。重機で積み上げられたがれきの山や、跡形もなく流された住居跡など、想像以上に悲惨は状態をみて、ま

た深く被災者の心情をくみ取っていくことで、どれだけ科学が発達しても、人間は、決して自然災害をおさえ

ることはできないことを目の当たりにして、また想像を超えた被災者の心境を知ることができました。今まで

の当たり前の毎日が、実は当たり前でないという事を肌で感じることができたのは、私たち自身にとって大き

な収穫であったと考えています。 

これからも全国民の継続的な支援が必要であることは間違いありません。宮崎県民は、口蹄疫や新燃岳噴火な

どへの対応に苦慮していますが、それに加えて自分たちができる範囲で、何らかの支援を続けていく必要があ

ることは言うまでもないと考えています。 

                                                                松田 俊太郎       

                                                 

 




